
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月７日（木）、８日（金）の２日間にわたり、大草野地区の各行政区・各種団体等役員で構成

されている大草野コミュニティ６部門の専門部会の発足会議を開催いたしました。 

当日は、昼間の仕事でお疲れのところ、沢山の会員の皆様にご出席いただき、平成３０年度の新

役員を選出して貰い、気持ちも新たに新事業に取り組んで行く事になりました。今年度も「地域の

皆様に愛されるコミュニティづくり」に各部会会員一同取り組んでまいりますので、大草野地区の

皆様もこれまで同様にご支援・ご協力を賜りますように、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

大草野コミュニティでは、毎年小学校の生徒さん達と一緒になってホタ

ルの放流から観賞会まで行っています。今年も、６月９日（土）夜７時３０

分から１時間ほど４年生、５年生の生徒さんと一緒にホタルの観賞会を行

いました。今年はホタルの数が少ないということですが、それでも「キレ

カ～」と黄色い歓声が南上の谷間にこだましていました。 

 

    

 部 会 長 副 部 会 長 副 部 会 長 

総務・広報部会 辻 多喜夫（三坂） 田口 康範（南下） 福田 政光（長谷） 

公民館活動部会 中村 隆儀（三坂） 吉村 佳久（南上） 中野  厚（五代） 

青少年育成部会 津山光朗（角ノ谷） 徳永さつき（三坂） 一ノ瀬政人（式浪） 

健康福祉部会 一ノ瀬 操（五代） 石橋健一（角ノ谷） 筒井  宏（三坂） 

環境整備部会 諸岡 博子（南下） 田口 一音（南下） 久保 俊則（辺田) 

地域づくり部会 香月 幸一（式浪） 田中  均（辺田） 河納 信幸（式浪） 
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毎年恒例となっています、大草野小学校全校生徒による「いもさし」

体験が６月８日（金）朝の時間に行われました。広大な学校農園にコミ

ュニティの応援を受けながら「いもさし」を行いました。秋には大きな

サツマ芋が収穫できることだと思います。この行事の“めあて”に「縦

割り班活動でのいもさし体験を通して、協働・思いやりの心を育てる。」 

 とありますが子供たちには、是非、その心を養って欲しいものです。 

 

 

 

さん、 

 ５月２０日（日）大草野小学校体育館において、平成３０年度の益世会 

総集会が開催されました。総集会には、村上市長様、石井県議様等の来賓 

をお迎えし、事業・決算報告、３０年度事業計画・予算が承認されました。 

なお、今回は、会長、副会長さんはじめ、多くの新しい役員さんが就任さ 

れました。開会前のアトラクションでは、大草野小唄保存会による「大草 

野小唄」「蛍橋小唄」の披露が行われました。また、地区対抗グランドゴル  

フ大会が好天に恵まれ実施されました。各地区の選手の皆さんは、『和気 

あいあい』と楽しまれ、ホールイワン等の好プレーも沢山ありました。各 

地区の体育部長さんにおかれては、早朝の準備から後片付けまで、そして 

プレー中の審判とテキパキと動いて頂き、お蔭様で予定どおりに終了する 

ことが出来ました。本当にお疲れ様でした。 
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今
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し
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舎
、
二
階
は
温
泉
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設
、
三
階
は
展
望
室
に
な
っ

て
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ま
す
。
二
、
三
階
は
吹

抜
け
で
夜
に
な
る
と
屋
根

か
ら
室
内
灯
が
浮
か
ん
で

見
え
ま
す
。 

「きずな」では各地区の行事
等を紹介したいと思っており
ます。何でも良いですので、

「写真・概要」等をコミュニティ
まで届けて下さいますよう 
お願いします。 
 

 


